
ネパール派遣研修報告① 

 

12/21～28 のネパール派遣研修プログラム 2023 の様子をお知らせします。 

 

12/21（木） 

ネパール交換研修団は 10 時過ぎに関西国際空港を出発し、シンガポールを経由し、12/21（木）現地時

間の 22 時前にネパールのカトマンズに無事に到着しました。空港の入国審査は到着時間が遅かったた

め、ほとんど並ぶことなくスムーズに通過できました。また空港には現地のライ先生も迎えに来てくれ

ていたこともあり、ホテルへの移動・チェックインもまったく問題ありませんでした。 

  

 

12/22（金） 

午前中はそれぞれホテルの周りを歩いたり、部屋で休息したりして過ごし、昼食をとった後、12：30 に

ホテルをチェックアウトし、一同、シバクチにて現地のライ先生はじめ各ホームステイ先の皆様とご対

面しました。 

皆、ライ先生の話（ネパール交換研修の歴史、1 週間の予定、ホームステイの心得など）を真剣に聞き

ながらも、お茶と軽食を出していただき、なごやかな歓談となり笑いもあり、学生の緊張もだいぶと和

らいだように思います。夕刻、学生たちはそれぞれのホストファミリーの皆さんとともにホームステイ

先へと向かっていきました。 

  

 

 



 

12/23（土） 

本日は朝からシバクチにある Shi-Gan International College of Science & Technology の学生との交流会

が行われ、まず本学の学生がプレゼンテーションを行いました。プレゼンテーションは全 5 グループ完

成度が高く、ネパールの学生さんを上手く惹きつけていました。 

その後はネパールの学生さんと本学の学生・教職員が交互にダンスを披露し、こちらも大変盛り上がり

ました。学生同士は早速写真をとって交流したり SNS のアドレス交換をしている様子が見られました。 

ネパール研修 3 日目も体調不良者なく予定通り無事終了いたしました。 

  

 

12/24（日） 

本日は朝から Nepal Medical College and Teaching Hospital を訪問しました。 

大学の学長への表敬訪問後は、ライ先生に大学内を案内してもらいました。 

各教室を見学させていただき、その後は看護コースの先生からネパールの看護大学の制度や履修のこと

などをお聞きしました。本学の看護学生もたくさん質問をしていました。 

昼食をはさんで病院へ移動し、病院長への表敬訪問後、病院内をすべて見学させてもらいました。 

日本の病院との違いに学生も各々感想を述べていましたが、以前よりはだいぶと発展しているようでし

た。 

  


